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概要

| タイトル
• 大規模言語モデルを活用した生成されたユニットテストの理解
性向上に関する研究

| 現状と課題
• ユニットテストは，ソフトウェアの頻出を高めるうえで大きな
役割を果たすが，多くの労力がかかる．

• 様々なシステムを用いてテストを自動生成する方法が研究され
てきた．

• 高精度のテストは生成できるが，可読性がかなり低い．
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概要

1. 意味を持たないテストデータ

2. 不明確な変数名

3. 理解を助けるコメントの欠如

4. 目的を反映していないテスト名
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アプローチ

| UTGen

• 既存のテスト生成フレームワークとLLMを統合することで理解
しやすいユニットテストを生成する．

1. 理解しやすいテストデータの使用

2. テストの内容に沿った変数名の使用

3. 目的を反映したテスト名の採用
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UTGen

| プロンプト

1. ペルソナを付与

2. タスクを指示

3. 構造化したステップ

4. 入出力の指定
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UTGen

| テストデータの洗練
• テスト生成フレームワークでテストを生成した後，使用される
データをより人間が理解しやすいデータに変更する．

• 例：「N&zMn$@6gffi<」 → 「Ninja Sword」
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UTGen

| 後処理
• Given-When-Then規約を使用してコメントを追加する．

• 理解しやすいように変数名を変更する．

※データそのものや，ロジックは変更しない．

• 例：「weaponGameData0」 → 「defaultWeapon」

• 例：「weaponGameData1」 → 「customWeapon」
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UTGen

| テストメソッド名の提案
• テストの機能を反映した説明的な名前を生成する．

• すでに似た名前のものがあれば，別のものを生成する．

• 例：「testCreatesWeaponGameDataTaking6ArgumentsAndCallsEquals3」
→ 「testEqualsWithDifferentMinDmgValues」
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UTGen
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効果検証

| RQ1 効果的なUTを生成できるか

• コンパイル率，カバレッジ，合格率の三つの観点において，
EvoSuiteと比較．

| 結果
• コンパイル率：改善に成功(73%)，コンパイル不可(12%)，エン

ハンスメント停滞(16%)

• カバレッジ：命令24.43%(-0.6)，ブランチ17.87%(-0.81)

• 合格率：73.27%(-5.74%)
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効果検証

| RQ2 バグ修正への影響

• 32名のプログラマで，バグ修正における影響があるかを調査．

• 2つのJavaクラスを用意し，クロスオーバーデザインを使用．

| 結果
• 成功率

- 統計的にも差があり，コーエンのdも0.59と，中程度の効果がある．

- 最大約30%の増加．

• 時間効率

- 統計的な差だけでなく，d=0.92と大きな効果があることがわかる．

- 最大約20%の増加
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効果検証

| RQ3 理解へ及ぼす影響

• プログラマに事後アンケートを行い，どの要素がテストの理解
に影響を及ぼすのかを調査．

• 観点１ 理解度がバグ修正に与える影響

- 78.1%がテストの理解度がバグ修正に重要だと答え，明確なテストスイート
が最も重要だと答えた．

• 観点２ 理解度に影響する要素

- どの要素も重要であるが，テスト名が最も重要であるという回答が最も多
かった．

• 観点３ テストケースの品質

- 高いと答えた回答者が65.6%(+15.6%)であり，変数名の変更が最も評価が高
かった．
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課題

1. エンハンスメント停滞
• LLMがテストケースを改善できない例があった．

• 多数のパラメータを持つメソッドや密接に結合したメソッドで
特に顕著であった.

2. LLMの最適化

• 汎用的なLLMではなく，ファインチューニングしたものを使用
することが求められる．

3. カバレッジの維持
• 大きな差はなかったものの，カバレッジの低下がみられた．
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結論

| UTGen

• 既存のテスト生成フレームワークとLLMを統合することで，UT
の理解度を向上させるアプローチ．

| 結果
• バグ修正においてプログラマの理解を助け，修正効率を向上さ
せた．

• テストにおいてはカバレッジが重要視されてきたが，テストの
理解度もテストの品質に含めても良いほど重要な要素であると
いえる．
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